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支援ニーズを踏まえた放課後等デイサービス事業所の
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［通常の学級，特別支援学級に在籍する児童生徒の保護者への質問紙調査から］
林原　洋二郎１　宮　一志２　和田　充紀３

Study of Support at After-School Day Services Based on Needs
[From the Survey to Parents of Children Enrolled in Regular Classroom or 

Class for Special Needs Education]

Youjiro HAYASHIBARA,Kazushi MIYA& Miki WADA

[概要]
放課後等デイサービスの利用者，事業所数が急激に増加する中で，多様なニーズへの対応と支援の質の担保が求めら
れている。本研究では，小学校・中学校・高等学校に在籍している児童生徒の保護者が放課後等デイサービス事業所に
求めている支援内容を調査した。
その結果，保護者の総合満足度へ正の影響がある支援は学習支援や学校との情報交換，事業所での子どもの状況を教
えてもらえることであった。また，多くの保護者が充実を求めていたのは，学習支援や集団行動の支援，学校との情報
交換，子育てに関する情報であった。今後の放課後等デイサービスでは，作業療法士等の専門職員による「読み・書き」
の認知的背景にアプローチした学習支援，学校と放課後等デイサービス事業所がさらに連携を進めること，子育ての情
報を保護者が得やすい活動をさらに充実させることが必要であると示唆された。

キーワード：放課後等デイサービス，通常の学級，特別支援学級，発達障害，特別支援教育，質問紙調査
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Ⅰ．問題と目的
2012年に，児童福祉法の一部改正により，放課
後等デイサービスが創設された。放課後等デイサー
ビスは，児童福祉法第６条の２の２第４項の規定に
基づき，学校（幼稚園及び大学を除く。以下同じ。）
に就学している障害児に，授業の終了後又は休業日
に，生活能力の向上のために必要な訓練，社会との
交流の促進，その他の便宜を供与することとされて
いる。
放課後等デイサービス事業所の役割に関して，「放
課後等デイサービスガイドライン（以下，「ガイド
ライン」と略す）」（厚生労働省，2015）では「子ど
もの最善の利益の保障」「共生社会の実現に向けた

後方支援」「保護者支援」の３つを挙げている。また，
放課後等デイサービス事業所に地域の障害児支援の
専門機関としてふさわしい事業展開を期待し，単に
障害児を預かる施設でなく障害児や地域，保護者に
とって安心安全に相談できる機関であることを求め
ている。石井・相澤（2018）は特に，「保護者にとっ
て，放課後子どもたちが安心して過ごせる場所を得
ることは，家族のレスパイトにもつながり心の余裕
が生まれる。さらには保護者等の安定した就労を可
能にし，豊かな生活の基盤を作っていくためにも大
きな役割を果たしている」と，保護者支援の重要性
を述べている。
放課後等デイサービスの活動内容に関して，「ガ
イドライン」では「現在の放課後等デイサービスの
提供形態の多様性に鑑みれば，『放課後等デイサー
ビスはこうあるべき』ということについて，特定の
枠にはめるような形で具体性をもって示すことは技
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術的にも困難」「放課後等デイサービスを提供する
事業所が，その支援の質の向上のために留意しなけ
ればならない基本的事項もまた共通するはずであ
る」と，障害児の障害の程度，年齢の違いによる
ニーズの違い，学校環境や家庭環境の違いなど多様
なニーズに対応するため，サービス内容の流動性は
認めつつも，支援の質は担保する必要があると述べ
ている。

さらに，学校との連携による一貫した支援を実施
することも重要である。2012年に厚生労働省と文
部科学省により共同提出された「児童福祉法等の改
正による教育と福祉の連携の一層の推進について

（事務連絡）」（厚生労働省・文部科学省，2012）では，
放課後等デイサービスの利用は，学校教育との時間
的な連続性があることから，特別支援学校等におけ
る教育課程と放課後等デイサービス事業所における
支援内容との一貫性の確保と役割分担が必要である
とし，個々の障害児のニーズを踏まえた放課後等の
過ごし方について，学校と放課後等デイサービスの
連携の重要性を述べている。しかし，西原ら（2018）
は学校の教員と放課後等デイサービス職員が児童生
徒への支援について話し合う機会が少ないことを課
題として挙げ，丸山（2018）は学校・教員の側が放
課後等デイサービス事業所との連携に消極的である
と事業所と学校の連携は進みにくく，放課後等デイ
サービス事業所と学校で子どもが活動する時間帯が
異なることは，連携のための時間の確保を困難にす
ると指摘しており，学校と放課後等デイサービス事
業所が連携する上で，時間的課題や制度的課題，意
識的な課題があることがうかがえる。

支援の質的な課題の背景のひとつに，放課後等
デイサービス事業所の急激な増加がある。2012年
の放課後等デイサービス制度の創設時には 3,107で
あった放課後等デイサービス事業所数（厚生労働省，
2012）が，2020年には 15,519事業所（厚生労働省，
2020）と８年間で約５倍と急激に増加している。増
加の理由として，小学校，中学校，義務教育学校，
高等学校又は中等教育学校において通級による指導
を受ける児童生徒数と特別支援学級に在籍する児童
生徒数の増加が考えられる。文部科学省によると，
通級による指導を受けている児童生徒数は，2012
年から 2019年までに 71,519人から 134,185人に，特
別支援学級に在籍する児童生徒数は，164,428人か
ら 278,140人に増加しており（文部科学省，2013：

文部科学省，2020），放課後等デイサービスを利用
する児童生徒の増加に関連していることがうかがえ
る。放課後等デイサービスの利用者数の増加の背景
が一つだけに特定されるものではないが，山根ら

（2020）が指摘しているように，放課後等デイサー
ビス利用者は，発達障害，知的障害が多く，通級に
よる指導を受けている児童生徒や特別支援学級に在
籍する児童生徒の増加は影響が大きいと考えられ
る。しかし，石井・相澤（2018）の放課後等デイサー
ビスを利用している児童生徒の保護者への質問紙調
査の中に「設置された場所や定員により希望の事業
所を利用できない」という意見があり，「障害のあ
る子どもたちにとって放課後等デイサービスの利用
は，放課後の居場所を確保し，多様な経験を保証す
るといった側面と，より整備された環境で，放課後
の居場所を確保し適切な療育を受けられるようにす
る課題がある」と，質的な側面と量的な側面の課題
を解決する必要があると述べている。

このような状況変化や課題に対して放課後等デイ
サービスを含む障害児通所支援として求められる適
切な運営や支援の質の確保のため，2018年の放課
後等デイサービスの報酬改定において（厚生労働省，
2018a），作業療法士や理学療法士，保育士等の専門
職員を配置した際の加算要件の追加，事業所の支援
の質を管理する児童発達管理責任者の必修研修の強
化，学校や保育所等の関係機関と連携した際の報酬
の追加，自己評価結果等未公表減算など，支援の質
が担保できている事業所を報酬上評価される仕組み
になった。

放課後等デイサービスの質的，量的な課題がある
中，保護者が放課後等デイサービスに求める支援，
活動内容に関しては，「障害のある子どもの社会経
験や人間関係，社会における理解を広げる役割が期
待」される（江上・田村，2017）等，特別支援学校
に在籍する児童生徒の保護者を対象にした先行研究
はあるが，近年利用者が増加している特別支援学級
や通級による指導を受けている児童生徒や保護者を
対象にした研究はない。そこで本研究では，放課後
等デイサービスを利用している小学校・中学校・高
等学校に在籍している児童生徒の保護者が放課後等
デイサービス事業所に求めている支援内容を明らか
にして，今後の放課後等デイサービスのあり方につ
いて検討することを目的とする。 
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Ⅱ．方法
調査対象は，Ａ県内の小学校・中学校・高等学校

に在籍し，放課後等デイサービスを利用している子
どもをもつ保護者である。「放課後等デイサービス
の事業所のあり方に関する調査」について，無記名
自記式質問紙調査を実施した。調査の実施時期は令
和３（2021）年２月から３月である。Ａ県内で調査
対象の子どもが在籍している 10か所の放課後等デ
イサービス事業所に調査対象への質問紙の配布を依
頼した。配布数は，配布を依頼した放課後等デイサー
ビス事業所の児童発達管理責任者に調査対象の人数
をヒアリングし，必要分を事業所に送付した。質問
紙は，調査対象が回答を記入後，郵送で回収した。

質問内容は回答者（保護者）に関して，子どもに
関して，利用している放課後等デイサービスに関し
て，利用している放課後等デイサービスのサービス
内容の総合満足度，子どもの支援内容に関する満足
度，保護者支援の内容に関する満足度，さらに充実
を望む放課後等デイサービスの子どもの支援内容で
ある。

倫理的配慮として，①本調査は無記名で実施さ
れ，②調査への協力は自由意志であり，協力の可否
によって不利益の被ることはないこと，③調査用紙
は適切な場所に保管し，研究終了後は適切な方法で
処分することを，調査対象に文書にて説明し，回答
をもって承諾を得られたとした。

放課後等デイサービスのサービス内容の総合満足
度にそれぞれの要因がどの程度影響を与えているか
を検討することを目的として，「放課後等デイサー
ビスの子どもの支援内容に関する満足度」の 10項
目と「放課後等デイサービスの保護者支援の内容に
関する満足度」の８項目をそれぞれ独立変数とし，

「放課後等デイサービスのサービス内容の総合満足
度」を従属変数とした重回帰分析を行った。分析に
あたって満足度は「非常に満足している」：5点，「非
常にそう思う」：4点，「どちらでもない」：3点，「全
く満足していない」：2点，「全くそう思わない」：
１点の５件法で算定した。解析には解析ソフトJMP　
Pro v14（SAS Institute）を用いた。

Ⅲ．結果
配 布 数 150 部 の う ち， 回 収 数 89 部（ 回 収

59.3%），有効回答数 88 部（有効回答率 98.9%）であっ

た。
回答者の背景を表１に示した。回答者の続柄に

関して，86 名が母親，２名が父親であった。保護
者の年齢は，40 歳代が 57 名と最も多く，続いて
30 歳代が 20 名，50 歳代が 11 名であった。保護者
の勤務状況は，共働きが 57 名と最も多く，次いで
父親のみが 23 名，母親のみが６名，その他・無回
答が２名であった。子どもの性別は，70 名が男性，
18 名が女性であった。校種は小学校が最も多く全
体の約 80％であった。学級の種別では，特別支援
学級が最も多く 35 名，次いで通常の学級のみが 32
名，通常の学級と通級による指導の併用利用が 20
名，無回答が１名であった。

表 1　回答者の背景（ｎ＝ 88）

子どもに関する悩みについて，学校の場面と，家
庭の場面をそれぞれ尋ねた結果（複数回答）を表２
で示した。学校の場面で最も多かった回答は，「集
団での指示を聞くことが苦手」54.5％，次いで「不
注意（忘れ物が多いなど）」50.0％，「友達とうまく
かかわれない」44.3％，「特定の学習が苦手（書き）」
43.2％であり，「その他」の内容として自由記述で

「みんなの前で発表が苦手」「言葉（絵なし）だけの
指示理解が苦手，想像力の欠如」「ストレスが溜ま
りやすく腹痛になりやすく，保健室に行くことが多
い」「プリント，配り物の片付け」「友達の行動に
敏感，空気を読むのが苦手」「精神的に不安」「時

生徒の保護者が放課後等デイサービス事業所に求め

ている支援内容を明らかにして，今後の放課後等デイ

サービスのあり方について検討することを目的とする。  
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ⅢⅢ．．結結果果  

配布数１５０部のうち，回収数８９部（回収５９．３％），
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みが６名，その他・無回答が２名であった。子どもの性

別は，７０名が男性，１８名が女性であった。校種は小学

校が最も多く全体の約８０％であった。学級の種別では，

特別支援学級が最も多く３５名，次いで通常の学級の

みが３２名，通常の学級と通級による指導の併用利用
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表1 回答者の背景（ｎ＝88） 

 

子どもに関する悩みについて，学校の場面と，家庭

の場面をそれぞれ尋ねた結果（複数回答）を表２で示し

た。学校の場面で最も多かった回答は，「集団での指

示を聞くことが苦手」５４．５％，次いで「不注意（忘れ物

が多いなど）」５０．０％，「友達とうまくかかわれない」４４．

３％，「特定の学習が苦手（書き）」４３．２％であり，「その

他」の内容として自由記述で「みんなの前で発表が苦

手」「言葉（絵なし）だけの指示理解が苦手，想像力の

欠如」「ストレスが溜まりやすく腹痛になりやすく，保健

室に行くことが多い」「プリント，配り物の片付け」「友達

の行動に敏感，空気を読むのが苦手」「精神的に不安」

「時間の管理が苦手」，また「給食が食べられない」など
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ⅣⅣ．．考考察察  

11.. 保保護護者者がが満満足足ししてていいるる放放課課後後等等デデイイササーービビスス事事

業業所所のの支支援援内内容容にに関関ししてて  

「満足している子どもの支援内容」の結果では「集団行

動の支援」に「非常にそう思う・どちらかと言えばそう思う」

合わせて７９．５％と最も多く回答していた（表３）。これは保

護者の「お子さんの悩み（学校）」の回答で多かった「集団

での指示の理解」や「不注意」といった集団行動に関わる

悩みが背景にあると考えられる（表２）。学校では教師の一

斉指示による集団活動が多いため，その指示が理解でき

ない，指示を聞き漏らす，または衝動性・多動性により，教

室内の他の児童生徒と同様の行動が難しい子どもでも，

放課後等デイサービス事業所では，保護者の満足する集

団活動が行われている様子が伺える。様々な発達の特性

を持つ児童生徒にとって，３５人を上限とする通常の学級

の環境では刺激が多く，教師や周囲の友達が期待する行

動が難しいと考えられる。一方，放課後等デイサービスで

は１０人以下の少人数の児童生徒を３名以上の保育士等

の資格要件を持ったスタッフが個別に支援の行える環境

に設定されている。発達の特性をもつ児童生徒の認知背

景にアプローチし，集団活動の楽しさを学びながら行われ

る集団活動の支援を実施することができるため，保護者の

求めている支援に応えることができていると考えられる。 

次に子どもの支援内容で「非常にそう思う・どちらかと言

えばそう思う」の回答が多かったのは「日常生活の支援」７

表３ 満足している子どもの支援内容と保護者支援内容（ｎ＝８８） 

 表３ 子どもの支援と保護者支援で満足している支援内容（ｎ＝８８） 

間の管理が苦手」，また「給食が食べられない」な
ど「給食」に関わることが３件あった。また，家庭
の場面で最も多かった回答は，「後片付けが苦手」
58.0％，次いで「宿題を取り組むまでに時間がかか
る」44.3％，「切り替えが苦手（次の活動に移るの
が苦手）」43.2％，「こだわりが強い」43.2％であり，「そ
の他」の内容として自由記述で「じっとしていられ
ない，ずっと話をしている」「学童保育で宿題に取
り組まずに帰ってくる」「弟を叩く，つねる」「外出
を嫌がる，家庭以外を拒否」「整理整頓が苦手」「感
情のコントロールが苦手」「大声を出す」「同じこと
を何度も聞く」「規則正しい生活ができない，３食
食べる時間と睡眠時間がバラバラ」などがあった。

放課後等デイサービスを利用する理由をたずね
た（複数回答）回答で最も多かったのは，「子ども
の適切な療育」85.2％，次いで「子どもの居場所作
り」58.0％，「子どもの余暇の充実」43.2％，「保護
者が働くため」27.3％であり，「その他」の内容と
して自由記述で「子どもの友達作り」「子どものこ
とを相談できる場所」「自分を理解してくれる人の
ところで穏やかに過ごして欲しいから」などの記述
があった。

 
表２　お子さんの悩み（学校・家庭）（ｎ＝ 88）（複数回答）

「給食」に関わることが３件あった。また，家庭の場面で

最も多かった回答は，「後片付けが苦手」５８．０％，次

いで「宿題を取り組むまでに時間がかかる」４４．３％，

「切り替えが苦手（次の活動に移るのが苦手）」４３．２％，

「こだわりが強い」４３．２％であり，「その他」の内容とし

て自由記述で「じっとしていられない，ずっと話をしてい

る」「学童保育で宿題に取り組まずに帰ってくる」「弟を

叩く，つねる」「外出を嫌がる，家庭以外を拒否」「整理

整頓が苦手」「感情のコントロールが苦手」「大声を出す」

「同じことを何度も聞く」「規則正しい生活ができない，３

食食べる時間と睡眠時間がバラバラ」などがあった。 

放課後等デイサービスを利用する理由をたずねた

（複数回答）回答で最も多かったのは，「子どもの適切

な療育」８５．２％，次いで「子どもの居場所作り」５８．

０％，「子どもの余暇の充実」４３．２％，「保護者が働くた

め」２７．３％であり，「その他」の内容として自由記述で

「子どもの友達作り」「子どものことを相談できる場所」

「自分を理解してくれる人のところで穏やかに過ごして

欲しいから」などの記述があった。 

 

表２ お子さんの悩み（学校・家庭）（ｎ＝88）（複数回答） 

 

現在利用している放課後等デイサービスのサービス

内容の総合満足度では，「非常に満足している」４８．

９％，「やや満足している」３８．９％を合わせて８７．５％

であった。それに対し，「あまり満足していない」２．３％

「全く満足していない」０％を合わせて２．３％だった。 

現在利用している放課後等デイサービスでの子ども

の支援内容，および保護者支援の内容について，満足

度を尋ねた結果を表３で示した。満足している子どもの

支援内容で「非常にそう思う」「どちらかというとそう思う」

を合計した数値が高かったのは，「集団行動の支援」７

９．５％，「日常生活の支援」７６．２％，「イベント・行事活

動」７６．２％，「余暇の充実」７５．０％，「子どもの預かり」

７２．７％であった。満足している保護者支援の内容で

「非常にそう思う」「どちらかというとそう思う」を合計した

数値が高かったのは，「事業所の様子を教えてもらえる」

９５．３％「個別支援計画に保護者の意見が反映されて

いる」９１．８％，「保護者が定期的に相談できる場があ

る」７７．９％であった。 

総合満足度への影響を明らかにするために，現在利

用している「放課後等デイサービスのサービス内容の

総合満足度」を従属変数とし，現在利用している「放課

後等デイサービスの子どもの支援内容に関する満足度」

１０項目を独立変数とする重回帰分析の結果を表４で

示した。「学校との情報交換」「学習支援」「子どもの預

かり」の項目において，有意な影響を認めた。 

現在利用している「放課後等デイサービスのサービ

ス内容の総合満足度」を従属変数とし，現在利用してい

る「放課後等デイサービスの保護者支援の内容に関す

る満足度」８項目を従属変数とする重回帰分析の結果

を表５で示した。「事業所での様子を教えてもらえる」の

項目において，有意な影響を認めた。 

放課後等デイサービスの支援内容に関して，さらに

充実を求める支援内容をたずねた結果を表６で示した。

子どもの支援で「非常にそう思う」「どちらかというとそう

思う」を合計した数値が高かったのは，「学習支援」７２．

７％，「集団行動の支援」６９．３％，「運動やスポーツの

支援」６７．０％，「学校との情報交換」６６．０％，「日常生

活の支援」６２．５％であった。また，保護者支援で「非

常にそう思う」「どちらかというとそう思う」を合計した数値

が高かったのは，「学校と子どもに関して情報交換をし

てもらえる」（情報交換した内容を教えてもらえる）７３．

２％，「子育てに関して情報がもらえる」７２．１％，「保護

者が定期的に相談のできる場がある」６８．６％，「事業

所での様子を教えてもらえる」６７．４％，「個別支援計画

に保護者の意見が反映されている」６２．８％であった。 

現在利用している放課後等デイサービスのサー
ビス内容の総合満足度では，「非常に満足してい
る」48.9％，「やや満足している」38.9％を合わせて
87.5％であった。それに対し，「あまり満足してい
ない」2.3％「全く満足していない」０％を合わせ
て 2.3％だった。

現在利用している放課後等デイサービスでの子
どもの支援内容，および保護者支援の内容につい
て，満足度を尋ねた結果を表３で示した。満足して
いる子どもの支援内容で「非常にそう思う」「どち
らかというとそう思う」を合計した数値が高かっ
たのは，「集団行動の支援」79.5％，「日常生活の支
援」76.2％，「イベント・行事活動」76.2％，「余暇
の充実」75.0％，「子どもの預かり」72.7％であった。
満足している保護者支援の内容で「非常にそう思
う」「どちらかというとそう思う」を合計した数値
が高かったのは，「事業所の様子を教えてもらえる」
95.3％「個別支援計画に保護者の意見が反映されて
いる」91.8％，「保護者が定期的に相談できる場が
ある」77.9％であった。

総合満足度への影響を明らかにするために，現在
利用している「放課後等デイサービスのサービス内
容の総合満足度」を従属変数とし，現在利用してい
る「放課後等デイサービスの子どもの支援内容に関
する満足度」10 項目を独立変数とする重回帰分析
の結果を表４で示した。「学校との情報交換」「学習
支援」「子どもの預かり」の項目において，有意な
影響を認めた。

現在利用している「放課後等デイサービスのサー
ビス内容の総合満足度」を従属変数とし，現在利用
している「放課後等デイサービスの保護者支援の内
容に関する満足度」８項目を従属変数とする重回帰
分析の結果を表５で示した。「事業所での様子を教
えてもらえる」の項目において，有意な影響を認め
た。

放課後等デイサービスの支援内容に関して，さら
に充実を求める支援内容をたずねた結果を表６で示
した。子どもの支援で「非常にそう思う」「どちら
かというとそう思う」を合計した数値が高かったの
は，「学習支援」72.7％，「集団行動の支援」69.3％，

「運動やスポーツの支援」67.0％，「学校との情報交
換」66.0％，「日常生活の支援」62.5％であった。また，
保護者支援で「非常にそう思う」「どちらかという
とそう思う」を合計した数値が高かったのは，「学
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校と子どもに関して情報交換をしてもらえる」（情
報交換した内容を教えてもらえる）73.2％，「子育
てに関して情報がもらえる」72.1％，「保護者が定
期的に相談のできる場がある」68.6％，「事業所で
の様子を教えてもらえる」67.4％，「個別支援計画
に保護者の意見が反映されている」62.8％であった。

 
Ⅳ．考察

1. 保護者が満足している放課後等デイサービス事
業所の支援内容に関して

「満足している子どもの支援内容」の結果では「集
団行動の支援」に「非常にそう思う・どちらかと言
えばそう思う」合わせて 79.5％と最も多く回答して

いた（表３）。これは保護者の「お子さんの悩み（学
校）」の回答で多かった「集団での指示の理解」や

「不注意」といった集団行動に関わる悩みが背景に
あると考えられる（表２）。学校では教師の一斉指
示による集団活動が多いため，その指示が理解でき
ない，指示を聞き漏らす，または衝動性・多動性に
より，教室内の他の児童生徒と同様の行動が難しい
子どもでも，放課後等デイサービス事業所では，保
護者の満足する集団活動が行われている様子が伺え
る。様々な発達の特性を持つ児童生徒にとって，35
人を上限とする通常の学級の環境では刺激が多く，
教師や周囲の友達が期待する行動が難しいと考えら
れる。一方，放課後等デイサービスでは 10 人以下

  

ⅣⅣ．．考考察察  

11.. 保保護護者者がが満満足足ししてていいるる放放課課後後等等デデイイササーービビスス事事

業業所所のの支支援援内内容容にに関関ししてて  

「満足している子どもの支援内容」の結果では「集団行

動の支援」に「非常にそう思う・どちらかと言えばそう思う」

合わせて７９．５％と最も多く回答していた（表３）。これは保

護者の「お子さんの悩み（学校）」の回答で多かった「集団

での指示の理解」や「不注意」といった集団行動に関わる

悩みが背景にあると考えられる（表２）。学校では教師の一

斉指示による集団活動が多いため，その指示が理解でき

ない，指示を聞き漏らす，または衝動性・多動性により，教

室内の他の児童生徒と同様の行動が難しい子どもでも，

放課後等デイサービス事業所では，保護者の満足する集

団活動が行われている様子が伺える。様々な発達の特性

を持つ児童生徒にとって，３５人を上限とする通常の学級

の環境では刺激が多く，教師や周囲の友達が期待する行

動が難しいと考えられる。一方，放課後等デイサービスで

は１０人以下の少人数の児童生徒を３名以上の保育士等

の資格要件を持ったスタッフが個別に支援の行える環境

に設定されている。発達の特性をもつ児童生徒の認知背

景にアプローチし，集団活動の楽しさを学びながら行われ

る集団活動の支援を実施することができるため，保護者の

求めている支援に応えることができていると考えられる。 

次に子どもの支援内容で「非常にそう思う・どちらかと言

えばそう思う」の回答が多かったのは「日常生活の支援」７

表３ 満足している子どもの支援内容と保護者支援内容（ｎ＝８８） 

 表３ 子どもの支援と保護者支援で満足している支援内容（ｎ＝８８） 表３　子どもの支援と保護者支援で満足している支援内容（ｎ＝88）
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の少人数の児童生徒を３名以上の保育士等の資格要
件を持ったスタッフが個別に支援の行える環境に設
定されている。発達の特性をもつ児童生徒の認知背
景にアプローチし，集団活動の楽しさを学びながら
行われる集団活動の支援を実施することができるた
め，保護者の求めている支援に応えることができて
いると考えられる。
次に子どもの支援内容で「非常にそう思う・どち
らかと言えばそう思う」の回答が多かったのは「日
常生活の支援」76.2％であった（表３）。これは，
保護者の「お子さんの悩み（家庭）」で多かった「後
片付けが苦手」，「切り替えが苦手」，「宿題に取り掛

かるまでに時間がかかる」といった家庭での悩みの
項目が関連していると考えられる。さらに「保護者
の勤務の状況」で 64.8％が共働きと回答しているこ
とから（表１），育児の主体を担っていると思われ
る母親が，育児と仕事の時間的バランスから日常生
活の支援を放課後等デイサービスに期待している様
子が伺える。活動の自由度の高い放課後等デイサー
ビスでは，児童生徒の興味関心に合わせ「楽しい」
と感じられる活動を行うことができる。児童生徒に
とって「絵カードなどの視覚的な指示」や「子ども
の知的レベルに合わせたスケジュールの提示」など，
わかりやすく構造化された環境設定の中で，「活動
のやるべき順番を守る練習」や「楽しい活動の後，
片付けをする練習」など，家庭生活に汎化できる生
活スキルの獲得を目指す支援を実施することがで
き，保護者の求めている支援に応えることができて
いると考えられる。
同様に「イベント・行事活動」76.2％，関連する
項目として「余暇の充実」75.0％も「非常にそう思
う・どちらかと言えばそう思う」と回答した保護者
が多かった（表３）。回答の多かった保護者の「お
子さんの悩み（学校）」で「友達と関われない」，「お
子さんの悩み（家庭）」で「友達の話の中に入るの
が苦手」「仲のいい友達がいない」との関連が考え
られる。また，保護者の多くが共働きであるという
ことも関連していると思われる。放課後等デイサー
ビスでは，環境的に児童生徒の友人関係が構築しや
すい。
背景として，第１に放課後等デイサービスの人員
的な環境面である。児童指導員等の専門スタッフが
手厚く配置されるため，子ども同士の関わりにス
タッフが介入しやすい。喧嘩の仲裁等のトラブル対
応などのネガティブな側面の介入だけでなく，発達
特性を理解したスタッフが遊びやイベント活動を通
した関わり合いに介入し，友人関係構築の支援を行
うことが可能である。第２に児童生徒の発達特性に
対する対応である。放課後等デイサービスを利用し
ている児童生徒には，興味関心が限定される自閉症
スペクトラム障害は多く，「本人たちの興味のある
領域で展開する余暇活動は，共通の興味を分かち
合う相手との仲間関係や活動拠点が形成されやす
く，基盤作りの有効な手段となりうる」（田村ら，
2014）。そのため，同じ興味関心をもつ子ども同士
がお互いに興味のある「もの」を通して友達関係を

６．２％であった（表３）。これは，保護者の「お子さんの悩

み（家庭）」で多かった「後片付けが苦手」，「切り替えが苦 

表４ 総合満足度への子どもの支援内容の満足度の影

響（重回帰分析） 

 

 

表５ 総合満足度への保護者支援内容の満足度の影

響（重回帰分析） 

手」，「宿題に取り掛かるまでに時間がかかる」といった家

庭での悩みの項目が関連していると考えられる。さらに

「保護者の勤務の状況」で６４．８％が共働きと回答してい

ることから（表１），育児の主体を担っていると思われる母親

が，育児と仕事の時間的バランスから日常生活の支援を

放課後等デイサービスに期待している様子が伺える。活

動の自由度の高い放課後等デイサービスでは，児童生徒

の興味関心に合わせ「楽しい」と感じられる活動を行うこと

ができる。児童生徒にとって「絵カードなどの視覚的な指

示」や「子どもの知的レベルに合わせたスケジュールの提

示」など，わかりやすく構造化された環境設定の中で，「活

動のやるべき順番を守る練習」や「楽しい活動の後，片付

けをする練習」など，家庭生活に汎化できる生活スキルの

獲得を目指す支援を実施することができ，保護者の求め

ている支援に応えることができていると考えられる。 

同様に「イベント・行事活動」７６．２％，関連する項目とし

て「余暇の充実」７５．０％も「非常にそう思う・どちらかと言

えばそう思う」と回答した保護者が多かった（表３）。回答の

多かった保護者の「お子さんの悩み（学校）」で「友達と関

われない」，「お子さんの悩み（家庭）」で「友達の話の中に

入るのが苦手」「仲のいい友達がいない」との関連が考え

られる。また，保護者の多くが共働きであるということも関

連していると思われる。放課後等デイサービスでは，環境

的に児童生徒の友人関係が構築しやすい。 

背景として，第１に放課後等デイサービスの人員的な環

境面である。児童指導員等の専門スタッフが手厚く配置さ

れるため，子ども同士の関わりにスタッフが介入しやすい。

喧嘩の仲裁等のトラブル対応などのネガティブな側面の

介入だけでなく，発達特性を理解したスタッフが遊びやイ

ベント活動を通した関わり合いに介入し，友人関係構築の

支援を行うことが可能である。第２に児童生徒の発達特性

に対する対応である。放課後等デイサービスを利用して

いる児童生徒には，興味関心が限定される自閉症スペクト

ラム障害は多く，「本人たちの興味のある領域で展開する

余暇活動は，共通の興味を分かち合う相手との仲間関係

や活動拠点が形成されやすく，基盤作りの有効な手段と

なりうる」（田村ら，２０１４）。そのため，同じ興味関心をもつ

子ども同士がお互いに興味のある「もの」を通して友達関

係を構築しやすい環境が放課後等デイサービスにある。

このようなことから，学校や家で友人関係を構築するのが

難しい児童生徒が，放課後等デイサービス事業所の「イベ

ント・行事活動・余暇活動」に参加し，事業所内の友人と関

わる様子に保護者は満足していることが伺える。 

  

22.. 今今後後のの放放課課後後等等デデイイササーービビススののあありり方方ににつついいてて  

放課後等デイサービスでさらに充実を求める支援内

容では，子どもの支援で「学習支援」７２．７％に最も多く

の保護者が「非常にそう思う・どちらかと言えばそう思う」

と回答していた（表６）。重回帰分析の結果でも，「学習

支援」の満足度が総合満足度に有意に正の影響を与

えていることがわかった。満足している子どもの支援内

容として「学習支援」は「どちらかというとそう思わない・

全くそう思わない」が１３．７％（表３）と満足していないと

いう回答が多かったことからも，まだ充実している状況

表４　総合満足度への子どもの支援内容の満足度の
影響（重回帰分析）

６．２％であった（表３）。これは，保護者の「お子さんの悩

み（家庭）」で多かった「後片付けが苦手」，「切り替えが苦 

表４ 総合満足度への子どもの支援内容の満足度の影

響（重回帰分析） 

 

 

表５ 総合満足度への保護者支援内容の満足度の影

響（重回帰分析） 

手」，「宿題に取り掛かるまでに時間がかかる」といった家

庭での悩みの項目が関連していると考えられる。さらに

「保護者の勤務の状況」で６４．８％が共働きと回答してい

ることから（表１），育児の主体を担っていると思われる母親

が，育児と仕事の時間的バランスから日常生活の支援を

放課後等デイサービスに期待している様子が伺える。活

動の自由度の高い放課後等デイサービスでは，児童生徒

の興味関心に合わせ「楽しい」と感じられる活動を行うこと

ができる。児童生徒にとって「絵カードなどの視覚的な指

示」や「子どもの知的レベルに合わせたスケジュールの提

示」など，わかりやすく構造化された環境設定の中で，「活

動のやるべき順番を守る練習」や「楽しい活動の後，片付

けをする練習」など，家庭生活に汎化できる生活スキルの

獲得を目指す支援を実施することができ，保護者の求め

ている支援に応えることができていると考えられる。 

同様に「イベント・行事活動」７６．２％，関連する項目とし

て「余暇の充実」７５．０％も「非常にそう思う・どちらかと言

えばそう思う」と回答した保護者が多かった（表３）。回答の

多かった保護者の「お子さんの悩み（学校）」で「友達と関

われない」，「お子さんの悩み（家庭）」で「友達の話の中に

入るのが苦手」「仲のいい友達がいない」との関連が考え

られる。また，保護者の多くが共働きであるということも関

連していると思われる。放課後等デイサービスでは，環境

的に児童生徒の友人関係が構築しやすい。 

背景として，第１に放課後等デイサービスの人員的な環

境面である。児童指導員等の専門スタッフが手厚く配置さ

れるため，子ども同士の関わりにスタッフが介入しやすい。

喧嘩の仲裁等のトラブル対応などのネガティブな側面の

介入だけでなく，発達特性を理解したスタッフが遊びやイ

ベント活動を通した関わり合いに介入し，友人関係構築の

支援を行うことが可能である。第２に児童生徒の発達特性

に対する対応である。放課後等デイサービスを利用して

いる児童生徒には，興味関心が限定される自閉症スペクト

ラム障害は多く，「本人たちの興味のある領域で展開する

余暇活動は，共通の興味を分かち合う相手との仲間関係

や活動拠点が形成されやすく，基盤作りの有効な手段と

なりうる」（田村ら，２０１４）。そのため，同じ興味関心をもつ

子ども同士がお互いに興味のある「もの」を通して友達関

係を構築しやすい環境が放課後等デイサービスにある。

このようなことから，学校や家で友人関係を構築するのが

難しい児童生徒が，放課後等デイサービス事業所の「イベ

ント・行事活動・余暇活動」に参加し，事業所内の友人と関

わる様子に保護者は満足していることが伺える。 

  

22.. 今今後後のの放放課課後後等等デデイイササーービビススののあありり方方ににつついいてて  

放課後等デイサービスでさらに充実を求める支援内

容では，子どもの支援で「学習支援」７２．７％に最も多く

の保護者が「非常にそう思う・どちらかと言えばそう思う」

と回答していた（表６）。重回帰分析の結果でも，「学習

支援」の満足度が総合満足度に有意に正の影響を与

えていることがわかった。満足している子どもの支援内

容として「学習支援」は「どちらかというとそう思わない・

全くそう思わない」が１３．７％（表３）と満足していないと

いう回答が多かったことからも，まだ充実している状況

表５　総合満足度への保護者支援内容の満足度の影
響（重回帰分析）
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構築しやすい環境が放課後等デイサービスにある。
このようなことから，学校や家で友人関係を構築す
るのが難しい児童生徒が，放課後等デイサービス事
業所の「イベント・行事活動・余暇活動」に参加し，
事業所内の友人と関わる様子に保護者は満足してい
ることが伺える。

2. 今後の放課後等デイサービスのあり方について
放課後等デイサービスでさらに充実を求める支援
内容では，子どもの支援で「学習支援」72.7％に最
も多くの保護者が「非常にそう思う・どちらかと言
えばそう思う」と回答していた（表６）。重回帰分析
の結果でも，「学習支援」の満足度が総合満足度に

有意に正の影響を与えていることがわかった。満
足している子どもの支援内容として「学習支援」は
「どちらかというとそう思わない・全くそう思わな
い」が 13.7％（表３）と満足していないという回答
が多かったことからも，まだ充実している状況では
なく，保護者の期待が大きい支援内容であると考え
られた。「お子さんの悩み（学校）」の質問（表２）で
「特定の学習が苦手（書き）」，「特定の学習が苦手（読
み）」が比較的多かったことからも，児童生徒の「読
み，書き」の困難さに関する支援を保護者は放課後
等デイサービス事業所に求めていることが伺える。
放課後等デイサービスでは事業所での活動で「学校
の宿題」をスタッフが児童生徒と一緒に行っている

ではなく，保護者の期待が大きい支援内容であると考

えられた。「お子さんの悩み（学校）」の質問（表２）で「特

定の学習が苦手（書き）」，「特定の学習が苦手（読み）」

が比較的多かったことからも，児童生徒の「読み，書き」

の困難さに関する支援を保護者は放課後等デイサー

ビス事業所に求めていることが伺える。放課後等デイサ

ービスでは事業所での活動で「学校の宿題」をスタッフ

が児童生徒と一緒に行っていることも多いが，「さらに

充実を求める支援内容」の「学習支援」は単に宿題を一

緒に行うことではなく，作業療法士等の専門職員が「読

み・書き」の認知的背景にアプローチした支援が求めら

れていると考える。倉澤ら（２０２０）は作業療法士の読み

書き支援の介入に関して「不器用を呈する学齢期の児

童においては，書字動作の訓練や目と手の協応動作

訓練などを行っている。作業療法士が有する知識と技

能は，発達障害が疑われる児童の就学支援に寄与す

ることが期待される」と作業療法士の学習支援への介入

の有効性を述べている。「放課後等デイサービスを利

用する理由」を保護者に尋ねた質問では，８５．２％が

「適切な療育」と回答している。「子どもの適切な療育」

の回答の背景が１つの理由に限られるものではないが，

作業療法士等の他職種と連携した質の高い支援は利

用する理由として大きく関わっていると考えられる。また，

２０１８年に放課後等デイサービスの報酬改定の中で

表６ 子どもの支援と保護者支援でさらに充実を求める支援内容（ｎ＝８８） 表６　子どもの支援と保護者支援でさらに充実を求める支援内容（ｎ＝88）
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ことも多いが，「さらに充実を求める支援内容」の
「学習支援」は単に宿題を一緒に行うことではなく，
作業療法士等の専門職員が「読み・書き」の認知的
背景にアプローチした支援が求められていると考え
る。倉澤ら（2020）は作業療法士の読み書き支援の
介入に関して「不器用を呈する学齢期の児童におい
ては，書字動作の訓練や目と手の協応動作訓練など
を行っている。作業療法士が有する知識と技能は，
発達障害が疑われる児童の就学支援に寄与すること
が期待される」と作業療法士の学習支援への介入の
有効性を述べている。「放課後等デイサービスを利
用する理由」を保護者に尋ねた質問では，85.2％が
「適切な療育」と回答している。「子どもの適切な療
育」の回答の背景が１つの理由に限られるものでは
ないが，作業療法士等の他職種と連携した質の高い
支援は利用する理由として大きく関わっていると考
えられる。また，2018年に放課後等デイサービス
の報酬改定の中で「作業療法士等を配置する事業所
を評価する」（厚生労働省，2018a）ことからも，制
度上においても期待されていることが伺える。
さらに充実を求める子どもの支援（表６）では，

「学校との情報交換」66.0％」に「非常にそう思う・
どちらかと言えばそう思う」と回答した保護者も多
かった。また，重回帰分析の結果でも，「学校との
情報交換」の満足度が総合満足度に有意に正の影響
を与えていることがわかった（表４）。一方で，満
足している支援内容としては「学校との情報交換」
は「非常にそう思う・どちらかと言えばそう思う」
が 38.6％，「どちらかというとそう思わない・全く
そう思わない」が 20.4％（表３）と現状では充実し
ている状況ではなく，保護者が学校と放課後等デイ
サービスが連携することを強く期待していることが
わかる。厚生労働省と文部科学省（2018）は「学校
と放課後等デイサービス事業所において，お互いの
活動内容や課題，担当者の連絡先などが共有されて
いない等により，両者の円滑なコミュニケーション
が図れず連携ができていない」と，学校と放課後等
デイサービス事業所の連携の課題を述べている。そ
の理由として，丸山（2018）が指摘しているように
「学校・教員の意識の課題，連携のための時間の確
保」や，連携できる情報が限られるなどが挙げられ，
学校と福祉の連携が現状では十分には行われていな
い。しかし，発達障害者支援法の一部改正する法律
（厚生労働省，2018b）の中で「個々の発達障害者の

性別，年齢，障害の状態及び生活の実態に応じて，
かつ，医療，保健，福祉，教育，労働等に関する業
務を行う関係機関及び民間団体相互の緊密な連携の
下に，その意思決定の支援に配慮しつつ，切れ目な
く行われなければならない」とあるように，学校・
福祉・家庭で児童生徒の正確なニーズを多くの側面
よりアセスメントし，一貫した支援が求められてい
る。そのために，学校と放課後等デイサービス事業
所の連携がさらに円滑に行えるよう，双方が歩み寄
る意識や情報交換ができる環境作りが求められる。
放課後等デイサービスでさらに充実を求める支援
内容の保護者支援（表６）において，「学校と子ども
に関して情報交換してもらえる」（情報交換した内
容を教えてもらえる）73.2％とともに「子育てに関
して情報がもらえる」72.1％に「非常にそう思う・
どちらかと言えばそう思う」と回答した保護者が多
かった。学校との情報交換に関しては前述したが，
「子育てに関して情報がもらえる」の背景には，発
達に特性のある子どもや障害のある子どもの保護者
は様々な悩みを抱えており，その相談や子育ての情
報を求めている現状があると考えられる。「ガイド
ライン」では，「１子育ての悩み等に対する相談を
行うこと，２家庭内での養育等についてペアレン
ト・トレーニング等活用しながら子どもの育ちを支
える力をつけられるよう支援すること」と記載され
ている。そのため，2021年度の障害福祉サービス
等報酬改定では「事業所内支援加算（個別支援計画
に基づき，あらかじめ保護者さまの同意を得て，お
子さまとその保護者さまに相談援助を行い，その記
録を残した場合に加算）（厚生労働省，2018a）」の
報酬が手厚く変更された。放課後等デイサービスは
小学生から高校生まで幅広い年代，さまざまな特性
を持った子どもが集える場であり，スタッフが子育
て情報を蓄積し，情報発信できる可能性の高い場で
ある。そのために，放課後等デイサービス事業所で
は，障害特性の基礎知識や子どものキャリア理解，
保護者のニーズ把握をする力など，多方面の能力が
求められ，事業所として定期的で系統立ったスタッ
フの研修がさらに必要となる。また，放課後等デイ
サービスでは小学生から高校生まで様々な年代の，
そして通学している学校が異なる児童生徒の保護者
が在籍しており，先輩の保護者との情報交換や様々
な学校情報の交換が行える。「放課後等デイサービ
スで実施する保護者交流会の実施」や「発達障害児
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の子育てに関する勉強会の実施」など，放課後等デ
イサービスの環境的なメリットを生かした保護者支
援がより一層求められている。
今回の調査結果では，「満足している子どもの支
援内容」の結果で「子どもの預かり」に「非常に
そう思う・どちらかと言えばそう思う」合わせて
72.7％と満足度が高かったにも関わらず，重回帰分
析の結果では「子どもの預かり」の満足度が総合満
足度に有意に負の影響を与えていることがわかった
（表４）。解釈の難しい結果であるが，放課後等デイ
サービスの「子どもの預かり」という機能に満足し
ている一方で，「子どもの預かり」しかされていな
いと保護者が考えている可能性があり，留意すべき
結果と考えらえた。

3. 本研究の限界と今後の課題
本研究は，Ａ県の 10 事業所を調査対象とした小
学校，中学校，高等学校に在籍する放課後等デイサー
ビスを利用している子どもの保護者のニーズにあっ
た放課後等デイサービス事業所のあり方を示した。
しかし，Ａ県は人口が 100 万人弱の地方県であり，
都市圏とは子どものニーズ，保護者のニーズも変わ
る可能性がある。今後，より範囲を広げた調査によ
り，多面的に放課後等デイサービスの支援が検討さ
れ，各地域のニーズに合わせた質の高い支援の展開
が期待される。
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